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はじめに1 

気象庁では、台風情報、週間天気予報、異常天候

早期警戒情報、1 か月予報を一体的に支援するアン

サンブル予報システム（EPS）の構築を目指し、その開

発を進めてきた。平成 29 年 1 月に、これまでの台風

EPS と週間 EPS を統合した EPS の運用が開始され、

同 3 月には 1 か月 EPS の統合を実現する。この新し

い EPS を「全球アンサンブル予報システム」（全球 EPS）

と呼ぶ。この統合により、当庁の全球を対象とした１か

月先までを予測する EPS の開発において、開発成果

の共有及び相互活用を進めることが可能となり、更な

る予測精度向上を効率的に実現できる体制ができた

といえる。また、これまで 1 か月予報や異常天候早期

警戒情報などの予報作業において、週間 EPS と 1 か

月 EPS と予測結果に違いが生じることがあり、現場で

はその都度検討する必要があった。今後は一つの

EPS から生成された予測結果を用いることにより、使

用する予報作業支援資料の整合性を高めることが可

能となり、予報作業も効率的に進めることができるよう

になる。更に、一つの EPS であるメリットを生かし、2 週

間先までの気温予測情報をシームレスな形で提供す

ることについて、検討を進めているところである。 

 

本テキストは、全球 EPS 並びにそれを用いた異常

天候早期警戒情報及び 1 か月予報ガイダンスの仕様

及び精度検証の結果について記している。予測結果

の利用においては、予測精度を理解した上で利用す

ることが重要であり、また、その予測精度は対象とする

季節や地域、予報期間、注目する現象によって異な

る。本テキストにより、全球 EPS 及びガイダンスの特徴

及び特性を理解し、異常天候早期警戒情報及び 1 か

月予報に関する予報資料の適切な解釈を通じて、予

報作業及び解説業務に役立てていただきたい。  

第 1 章では、全球 EPS の仕様を、特にこれまでの 1

か月 EPS との比較を中心に記述した。高解像度化が

図られたことに加え、物理過程の精緻化、境界条件と

して数値予報モデルに与える海面水温に摂動を追加

するなど新しい手法が導入されている。第 2 章では、

                                        
1 眞鍋 輝子 

再予報に基づく検証結果を示す。これまでの 1 か月

EPS と比較して、総合的には予測精度は向上したこと

を確認している。第 3 章では、全球 EPS に基づく 1 か

月予報及び異常天候早期警戒情報ガイダンスの開

発の内容と検証結果を示す。ガイダンスは基本的に

は数値予報モデルの予測精度に依存するが、予測

因子の選び方などを工夫することでも、精度の改善を

図った。第 4 章では、全球 EPS の運用に向けて実施

した開発の中から、計算機資源の有効活用として採

用した積分途中での解像度変換と、海面水温や海氷

など境界条件の扱いについて詳しく紹介した。最後に

第 5 章では、今後の全球 EPS の改善に向けて、特に

1 か月予報の観点で重視すべき開発課題の概要をま

とめた。 

 

今回の全球 EPS の導入により、台風情報から 1 か

月予報まで、目的も異なる様々な時間スケールの予

測を一つの EPS で支援することとなった。これらの

様々な予測を対象として予測精度を一様に向上させ

ることは容易ではなく、バランスの取れた開発が必要

である。モデル開発は一朝一夕でできるものでは

なく、地道な積み重ねであることは変わらない。

一つの EPS として効率的に改善を進めることで、

着実に精度向上が図られるものと確信している。
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1 全球アンサンブル予報システムの概要
1 

1.1 はじめに 

本章では、全球アンサンブル予報システム（全球

EPS）の仕様について、これまでの 1 か月アンサンブル

予報システム（1 か月 EPS）との違いを中心に記述する。

第 1.1-1 表に、全球 EPS と、2017 年 3 月まで運用さ

れる予定の 1 か月 EPS（平井ほか, 2015; 佐藤ほか, 

2015）及び同 1 月まで運用されていた台風アンサンブ

ル予報システム（台風 EPS; 経田と越智, 2014; 経田, 

2016b）と週間アンサンブル予報システム（週間 EPS; 

越智と経田, 2014; 越智, 2016a）の仕様の概要を示

すとともに、第 1.1-2 表に、1 か月 EPS 運用開始以降

（1996 年～）の更新履歴を示したので、適宜参考にし

ていただきたい。 

 

1.2 全球アンサンブル予報システムの仕様 

以下、これまで運用されていた 1 か月 EPS を V1403、

今回運用を開始した全球 EPS を GEPS と表記する。 

 

1.2.1 予報モデルの変更 

当庁の全球を対象としたアンサンブル予報システム

（EPS）では、その予報モデルとして、気象庁全球モデ

ル（GSM）の低解像度版を利用している。GEPS も同

様で、用いる予報モデルは、2016 年 3 月に現業化さ

れた GSM16032（米原, 2016）の低解像度版を基本と

している。ただし、夏季を中心に北半球の中高緯度に

みられる対流圏中下層の高温バイアスの緩和及び今

後の GSM の改良計画との整合性向上を目的として、

放射過程、陸面過程及び海氷過程において今後

GSM に導入が予定されている改良を先行導入してい

る。以降では、GEPS と V1403 における予報モデルの

違いを示す。なお、GSM1603 では、様々な改良により

増加した実行時間を短縮するため、力学過程などの

計算における高速化も同時に行った。 
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2 GSM の各バージョンを、改良を導入した西暦の下二桁と

月を組み合わせた四桁の数字を GSM の後ろにつけて呼称

する。 

（1） 水平分解能の高解像度化及び鉛直層数の増

強 

GEPS の予報モデルの水平分解能は、予報 18 日

目までは TL479（水平格子間隔約 40km）、その後は

TL319（同約 55km）とする。鉛直層数は 100 層で、最

上層は 0.01hPa である。すなわち、予報 18 日目までに

ついて V1403 の TL319 から TL479 に高解像度化す

るとともに、鉛直層数は全ての予報期間を通じて 60

層から 100 層に増強し、最上層を 0.1hPa から 0.01hPa

に引き上げた。 

なお、水平分解能の予測途中における変更の取り

扱いについては第 4.1 節に示す。 

 

（2） 物理過程の改良 

V1403 では 2013 年 4 月に現業化された GSM1304

の低解像度版を用いていた。GEPS で用いる予報モ

デルは GSM1403（米原, 2014）を経て、更なる改良が

行われた GSM1603（米原, 2016）を基本としている。こ

の 2 回の GSM の更新により、GEPS で用いる大気モ

デルには多くの物理過程の改良が加えられた。以下

に主な変更の概要を記述する。詳細は米原（2014）及

び米原（2016）を参照していただきたい。 

 

ア 積雲対流・雲 

積雲対流過程では、各格子のエネルギー収支を改

善し、本過程による気温及び水蒸気の変化傾向をよ

り適切に求められるようになった。具体的には、各格

子で鉛直積算したエネルギーの収支に関する補正式

の修正、固体降水の融解過程の導入、積雲対流の

上昇流域での雲水から降水への変換の導入、雲底の

静的エネルギー導出方法の変更及び摂動の付加、

雲頂から放出（デトレインメント）される雲氷の鉛直再

配分の廃止を行った。 

 また、雲過程では、雲氷の落下計算における積分

時間間隔への依存性を減少させる改良を行うとともに、

積雲対流過程に依存する比湿ゆらぎ幅の調整を廃

止した。 
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